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国産木材活用住宅ラベルの表示について 

― スギ等の国産木材を活用した住宅の表示制度をはじめます ― 

国産木材活用住宅ラベル協議会 

（※）国産木材活用住宅ラベル協議会（会長：大橋好光 東京都市大学名誉教授）の構成団体： 

(一社)住宅生産団体連合会、(一社)日本木造住宅産業協会、(一社)日本ツーバイフォー建築協会、 

(一社)JBN・全国工務店協会、(公財)日本住宅・木材技術センター 

１．対象となる住宅と表示の主体： 

木造戸建て住宅を建築する事業者が、自らの発意及び責任において表示することとします。 

２．ラベルの主な表示内容： 

○国産木材活用レベル【必須事項】

・住宅の国産木材使用量に応じてレベル１、２、３の３段階で表示します。

○スギの使用量（花粉症対策）【必須事項】

・住宅のスギ材の使用量を本数に換算して表示します。

○キャッチフレーズ

・国産木材活用レベルが２又は３の場合、国産木材を多く使用している住宅であることを示すキャ

ッチフレーズを記載することができます。

○住宅の炭素貯蔵量や森林認証木材等を使用していることなどの活用する木材に係るその他の情報等

も任意事項として表示することができます。

３．ラベルの基本デザイン 

別紙サンプルのとおり 

４．ラベルの表示方法 

ラベルは住宅本体に貼付けるほか、パンフレットやウェブページ等に表示することができます。 

ラベル使用の手続きについては、近日中に公開予定の「国産木材活用住宅ラベル表示のホームペー

ジ」からご案内します。なお、ラベルの使用料は無料です。 

５．お問い合せ先：  

国産木材活用住宅ラベル協議会事務局 

（公財）日本住宅・木材技術センター 研究技術部 担当：金子、伊巻、清水、石部、渡部 

 TEL：03-5653-7662 FAX：03-5653-7582 Ｅ-mail：gijutsu＠howtec.or.jp 

プレスリリース 

このたび、国産木材活用住宅ラベル協議会（ハウスメーカー関連団体、工務店関係団体等（※）

から構成）では、国産木材を多く活用する住宅がその旨を分かりやすく表示する国産木材活用住宅

ラベルを表示する仕組みを構築することにより、消費者の選択を促し国産木材利用の一層の促進を

図ることと致しました。 

これにより、住宅事業者においては、当該表示により自社のSDGsの推進等への貢献を示すことが

できるようになること、一方、消費者においては、環境保全等への貢献の意識を醸成し、当該表示

が建築・購入する住宅選択の判断材料となることを狙いとします。 



別紙サンプル
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